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1 △ABCにおいて, sinA : sin B : sinC = 7 : 5 : 3であり, 辺ABの長さは2cmである。

テタ
cm²である。であり, △ABCの面積はこのとき, cosA =

ツチセソ

sin A : sin B : sinC = 3 : 7 : 8
が成り立つとき, ある正の実数kを用いて

表し,∠A, ∠B, ∠Cの大きさを, それぞれ A, B, Cで表す.

△ABCにおいて, 頂点 A, B, Cに向かい合う辺BC, CA, AB の長さをそれぞれ a, b, c で2

であり,正接の値は
(5)

(4)
と表すことができるので,この三角形の最も大きい角の余弦の値は－

a =  　(1) 　 k,　b = 　 (2)　  k,　c = 　 (3)　 k

(6) (7) である.さらに△ABCの面積が54√3であるとき,k= (8)    となるので,－

 である。(11) (12)この三角形の外接円の半径は であり,内接円の半径は(9)  (10)

1個のさいころを3回投げ,3回の出た目について考える。3

イ
である。 また, 3回のうち1回だけが5の[1] 出た目がすべて奇数になる確率は

ア

ケコ

キク
である。 また, 出た目の和が7になる確〔2〕 出た目の積が3で割り切れる確率は

シス
である。率は

サ

ウエ

オカ
である。目である確率は

チツテ
である。 また, 出た目の最大値が5で[3] 出た目の最大値が5以下である確率は

セソタ

ニヌネ
である。ある確率は

トナ
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＝2R

正弦定理

(R は三角形ABCの外接円の半径)

α
sinA sinB 

b
sinC

c
＝ ＝

余弦定理

c²=a²+b²-2ab cosC

b²=c²+a²-2ca cosB

a²=b²+c²-2bc cosA

三角形ABCの面積をSとすると次が成り立つ。

S=　　absinC =　　besinA=　　casinB
1
2

1
2

1
2

nCr p r(1̶p)n－r 　(r=0,1,2,…,n).

り返すとき、ちょうどr回だけ事象Aが起こる確率は,
1回の試行において, 事象Aの起こる確率をpとする。 この試行をn回繰

ある),この全体を1つの試行と考えて, 反復試行という。
ある試行を同じ条件の下で何回か繰り返して行うとき (各回の試行は独立で

反復試行
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